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平
成
26
年
常
総
市
議
会
（
５
月
定
例
会

議
）
が
、
５
月
28
日
か
ら
６
月
10
日
ま
で

の
14
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
議
で
は
、
一
般
議
案
８
件
と

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
を

含
む
議
案
９
件
を
市
長
が
提
案
。
初
日
の

本
会
議
で
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
議

案
等
は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
各

委
員
会
に
お
い
て
詳
細
に
審
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
お
い
て
採
決
の
結
果
、
議
案

９
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
１
件
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

県
の
医
療
福
祉
制
度
改
正
に
伴
い
、
支

給
対
象
者
を
中
３
ま
で
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。
た
だ
し
、
中
学
生
に
つ
い
て
は
入

院
の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
福
祉
費
の
拡
大
に
伴
い
、
す
く
す

く
医
療
費
の
対
象
と
し
て
い
た
小
４
〜
中

３
ま
で
を
対
象
か
ら
除
い
て
、
医
療
福
祉

費
の
対
象
と
な
ら
な
い
中
学
生
の
外
来
を

新
た
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
７
月
随
時
会
議
に
お
い
て
、

喜
見
山
明
議
員
の
不
適
切
発
言
及
び
一
連

の
言
動
に
対
す
る
問
責
決
議
案
が
提
出
さ

れ
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〜
問
責
決
議
の
要
旨
〜

　

５
月
定
例
会
議
の
一
般
質
問
に
お
い
て

喜
見
山
議
員
の
発
言
中
に
、
あ
た
か
も
市

役
所
が
不
正
を
働
い
て
い
る
と
示
唆
さ
れ

る
文
言
や
、
一
部
差
別
的
な
文
言
が
あ
っ

た
。
喜
見
山
議
員
は
一
部
差
別
的
文
言
に

対
し
て
は
謝
罪
し
た
も
の
の
、
他
の
不
適

切
発
言
に
つ
い
て
は
正
当
性
を
主
張
し
た
。

後
日
、
他
の
不
適
切
発
言
に
つ
い
て
謝
罪

す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
、
議
会
運
営
委
員

会
を
開
催
し
、
本
人
に
再
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
一
転
し
て
謝
罪
の
意
思
は
な
い
と
し

た
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
事
実
確
認
は
も
と

よ
り
、
人
権
に
配
慮
し
た
発
言
が
求
め
ら

れ
る
中
で
、
喜
見
山
議
員
の
発
言
は
議
員

と
し
て
の
品
位
を
著
し
く
欠
く
も
の
で
あ

る
。
喜
見
山
議
員
は
、
議
会
の
秩
序
・
品

位
維
持
に
努
め
る
べ
き
総
務
委
員
長
、
か

つ
議
会
運
営
委
員
会
委
員
で
あ
り
な
が
ら
、

今
回
の
一
連
の
言
動
は
、
議
会
運
営
の
秩

序
を
乱
し
、
品
位
を
お
と
し
め
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
役
職
上
の
責
任
及
び
市
民
代

表
た
る
議
員
の
資
質
の
疑
義
は
免
れ
な
い
。

　

よ
っ
て
常
総
市
議
会
は
、
喜
見
山
議
員

に
対
し
猛
省
を
求
め
、
そ
の
責
任
を
強
く

問
う
も
の
で
あ
る
。

※問責決議…首長や議員の不適切な発言や言動に対し、責任を問う必要があると判断した場合に提出されるもので、
　過半数で可決となるが、法的拘束力はない。


